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	①Why
目的
	プレゼンテーションの目的の確認
クラスに学園祭企画提案をプレゼンテーションし，クラスの生徒の参加意欲を高める
話し手の立場　クラスから選抜された学園祭実行委員



	②Who
聞き手
	聞き手のプロフィール
年齢分布：　高校1年生（はじめて学園祭を経験する生徒）
性別　　　：　男性50％，　女性50％

	
	聞き手の人数　約40名

	
	聞き手の立場　企画次第で積極的に参加しようかどうか迷っているクラスメート

	
	聞き手の関心
・学園祭に関心をもっている	・企画の中身をくわしく知りたいと思っている
・自分たち自身が楽しみたいと思っている



	③What
ストーリーのポイント
	伝えたい内容・強調したい項目
・学園祭でイベントを経験することの面白さと達成感
・今年の企画の目玉
・例年の企画と異なる点



	④When
　時間
	与えられたプレゼンテーション時間：　　30分間（質疑応答を含む）

	
	実施日時：××××年××月××日（×）　開始：16時00分　終了：16時30分

	
	準備期間：　３週間



	⑤Where
　環境
	会場（大きさ，レイアウト，スクリーンの位置など）ノート
パソコン
話し手
スクリーン

・教室形式
・聞き手との距離が短い
・資料を置く台が必要
・ノートパソコンを使用できる
・液晶プロジェクターへの接続テストが必要

	
	環境（調光，室温など）
・ブラインドがあるので暗くできる
・照明のスイッチは教室後部
・エアコンの設備はない



	⑥How
　手段
	使用できるプレゼンテーション手段
・液晶プロジェクター	・大型スクリーン
・ノートパソコンを持ち込み可能	・配付資料は必要に応じて配付可能



	⑦その他
	




プレゼンテーション　ストーリーづくりシート
	①プレゼンテーションのテーマ
学園祭企画提案



	②本題　（本論）
	地域の人にも開かれたイベントにする→縁

	

	演ずる楽しみを体験してもらう→演

	

	参加した人が思い切り楽しめるイベントにしたい→宴
（みんなでサークルをつくろう→円）



	
・ネットワークの活用（コンピューターも含めて）
・コミュニティの中の学校
・得意技をもった地域の達人を学校につれてくる


・演劇による表現
・映画をつくってみないか
・パフォーマンスやダンスなど，なんでもやって表現してみて欲しい
・演ずる楽しさを実感して欲しい

・私たちにとって楽しさとは何か考えてみよう
・みんなで協力することの楽しさを体験しよう
・表現の充実感を味わって欲しい
※宴と円　のどちらがいいか検討が必要



	③まとめ　（結論）
・ぜひ，みんなで参加して盛り上がって欲しい
・参加することで楽しさを実感して欲しい
・クラスのテーマをつくって，自分たちの手づくりのイベントにしたい



	④はじめに　（序論）
第1のえんは「縁」，　　第2のえんは「演」，　　第3のえんは「宴」



	⑤タイトル
今年の学園祭のタイトルは「えん・えん・えん」




プレゼンテーション　ストーリーシート（完成版）
	プレゼンテーションのテーマ
学園祭企画提案
（クラスで学園祭の企画をプレゼンテーションして，クラスの生徒が参加する雰囲気をつくる）




	タイトル
今年の学園祭のタイトルは「えん・えん・えん」



	はじめに　
第1のえんは　　「縁」
第2のえんは　　「演」
第3のえんは　　「宴」
	


本題
	項目
	説明
	追加情報

	第1のえん：　縁

めぐり合わせ
人と人のつながり
	ネットワーク
コミュニティ
地域の達人
	得意技をもった地域の達人にどんな人がいるか

	第２のえん：　演

ひろめる
実地に行う
	演劇
映像
パフォーマンス
	

	第３のえん：　宴

人々が集まって楽しむ
おちついた気分で楽しむ
	協力
表現
楽しさ
	現代人の楽しさのイメージの調査結果



	まとめ
・ぜひ，みんなで参加して盛り上がって欲しい
・参加することで楽しさを実感して欲しい
・クラスのてーまをつくって，自分たちの手づくりのイベントにしたい





情報シート
	説明する項目
	本題３　第3のえん：宴「人々が集まって楽しむ」　（楽しさのイメージ）



	表　題
	幸福感と生活満足感は低下した，それでもゆるがない生活の豊かさ感と楽しさ感



	出　所
	博報堂生活総合研究所　生活新聞221「世の中激動・生活微動」1995年1月31日



	情　報
１）1995年，幸福感と生活満足感は低下した。
80年代を通じて80％を維持し，バブル崩壊直後の93年に80％をきった幸福度。94年調査では84％近くに回復したが，95年の幸福度は世の中の激動にゆさぶられるようにやや低下した。さらに，【生活定点】調査では毎回66％前後で，ほとんど大きな変動はなかった【生活満足度】も低下を見せている。
	
	
	
	92年(%)
	94年(%)
	95年(%)

	幸福度
	幸せな方
	全体
	77.6
	79.5
	77.2

	幸福度
	幸せな方
	女性
	77.8
	83.7
	80.4

	幸福度
	幸せな方
	男性
	77.5
	75.5
	74.1

	生活満足度
	満足な方
	全体
	66.0
	65.3
	62.0

	生活満足度
	満足な方
	女性
	70.4
	70.9
	64.5

	生活満足度
	満足な方
	男性
	65.8
	66.3
	61.7



２）それでもゆるがない，生活の豊かさ感と楽しさ感
激動の世の中にあって，しかし【生活の豊かさ感】と【生活の楽しさ感】に対する回答は，1年前の回答に比べてほとんど変化がなく，みじんのゆらぎも感じられない。経済的な好不調に左右されない，自分の暮らしの豊かさと楽しさの評価。自分の暮らしを，世の中の動きとは切り離して考える生活者の意識がここに見える。
	
	
	94年(%)
	95年(%)

	生活の豊かさ感
	生活は豊かな方だと思う
	54.3
	55.1

	生活の豊かさ感
	生活は豊かでない方だと思う
	45.8
	44.9

	生活の楽しさ感
	生活は楽しい方だと思う
	81.9
	81.5

	生活の楽しさ感
	生活は楽しくない方だと思う
	18.1
	18.5



あまり参考になるデータではなかったが，ストーリーづくりの過程で必要に応じて活用することとした。





